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陸水の運動学期末試験 
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注意！ 問題をよく読むこと。指定された解答以外は得点が与えられない 

 
問１ 以下の用語について解説せよ．(40点) 
(1) 観天望気 
 
 
 
 
(2) 基底流出 
 
 
 
 
(3) 閘門 
 
 
 
 
(4) 汽水湖 
 
 
 
 
(5) リターンピリオド 
 
 
 
 
 
 



問２ 
貯留関数法は以下の運動式と連続の式から構成される． 

pKQS =  

Qr
dt
dS

−=  

今，時間平均流量 Q(m3/s)に対して )1,2/1(),( =pK が与えられる流域の時(dtが 1時間)，5
時間後の流量はいくらか？ なお，降水量は考えないものとし，初期流量は 100m3/s とす
る．(20点) 
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問 3 次の写真を見て，この構造物の(1)名前（一つとは限らない），(2)役割を述べよ． 
（20点） 
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問４ 
次の新聞記事に対して、土木事業が貢献できる仕事について述べよ．（20点） 
 対岸のタイまで６００メートル以上もあるメコン川の岸に、ポンプ小屋

が浮かぶ。日本なら真夏の炎天下、水泳パンツ姿の２人の管理人が、いか

にも気持ちよさそうに、川につかって送水管の故障を調べていた。ラオス

の首都ビエンチャン郊外のサイフォン村にポンプ場ができたのは１９７

８年。社会主義革命後の政府が、コメ増産を目指して造ったかんがい施設

だ。毎時６６０トンの水で、一面の桑畑に約８０ヘクタールの２期作の水

田地帯が出現した。 
「水を待ってる。田植えができない」。 
一人の農民が催促に現れた。水中からの答えは「壊れた部品を町で買って

こないと…」。農民はあっさり立ち去った。  
「田植えだからって、あくせくするやつはいないね。水の順番を待ってい

る間、池を掘ってこつこつと雨をためるんだ。ポンプ代を節約できるから」 
管理人たちも農民だが、みんなマイペースだ。 
「ポンプ場のおかげで皆、田んぼを持てた。経済開放でコメを自由につく

って売れる時代になり、少しずつ面積も増やせるようになった」 
と言うのは、村の蚕業試験場に勤めながら農業を営むカムワンさん（４０）。 
 最初は、婿入りして妻の父からもらった３０アール。それを開放後の６、

７年前から、村人の田を１０アール、翌年また１０アールと借りて増やし、

いまは８０アールの水田でもち米をつくるまでになった。 
「でも、たい肥は使うが、化学肥料や薬品は使ったことがない。水が十分

あるから、後は太陽がコメを育ててくれる。無理していっぱい穫（と）る

必要はないんだ」 
とカムワンさん。 
 田植えの後は放っておいても、二期作なのでもみで約４トンも穫れる。

しかし業者に売るのは半分だけだ。 
 「もっと売ることもできるが、いつも洪水に備えてとっておく。空腹を我慢してまでお金は欲しくない。無理してリ

ッチになりたくもない」 
 それでも、「４年がかりで自分で材料を集めて造った」という自宅の居間にはカラーテレビ、台所には炊飯器があった。

玄関わきには真新しいホンダの５０ｃｃバイク。ビエンチャンの看護学校に通学する娘のために買ったものだった。 
「ふだんの暮らしは昔とあまり変わらず、お金はたいしてかからない。でもコメをつくるとお金がたまって、少しずつ

新しいものがそろえられる。それが家族の楽しみ」 
と妻ラムポンさん（４０）はにっこり笑う。来年はまた少し田んぼを広げたいという。 
 ポンプ小屋が生まれる３年前、サイフォン村は戦場になった。ラオスの革命を恐れていた隣国タイの軍隊が、国境の

メコン川を渡って侵攻してきたのだ。カムワンさんは「戦闘機が飛来し、３日間も戦車の砲声が響いた。タイの武装民

も何度か村を襲い、金や２００頭の牛を奪い去ったこともあった」と語る。 
 だが村人は逃げずに、地下壕（ごう）でじっと耐えた。昨年８月、メコン川の洪水で村は２週間も孤立した。このと

きも村人は「天が与えてくれた休日」と、高床式の家の窓から釣り糸を垂れ、田んぼで投網を打って過ごしたそうだ。 
 カムワンさんは言う。 
「王政でも社会主義でも農民の生き方は変わらない。『サ・サ』なんだよ」 
「サ・サ」は「あせらず一歩一歩」という意味だ。 
（河北新報 平成 8年 11月 28日） 
 
 

対岸にタイを望むメコン川の岸に浮か

ぶポンプ小屋。送水管を調べる管理人

たちは、水浴びを楽しんでいるかのよ

うだ＝６月下旬、ラオス中部サイフォ

ン村 



問４ 解答 
 


